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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像読取部の上に前記画像読取部に対して開閉自在に配置された自動原稿給送部により
給送され、前記画像読取部のコンタクトガラス上を通過する原稿をその通過過程で読み取
る画像読取装置において、
　前記コンタクトガラスの原稿搬送方向上流側に、原稿の下面に接して原稿を前記画像読
取部の読み取り位置に案内するとともに原稿搬送方向先端縁の長手方向中央部に対して長
手方向両端部が先方にせり出す形状に形成された可撓性の原稿挙動安定板を備え、
　前記原稿挙動安定板は、前記自動原稿給送部が前記画像読取部に対して閉状態とされた
とき、前記原稿搬送方向先端縁が前記コンタクトガラスに接することにより円弧状に撓む
よう構成され、
　前記原稿挙動安定板の前記長手方向中央部を前記原稿搬送方向に長さの短い短寸法部と
し、前記原稿挙動安定板の前記長手方向両端部を前記短寸法部に対して前記原稿搬送方向
の長さが長い長寸法部としたとき、前記短寸法部と前記長寸法部との寸法差が２ｍｍ以上
に設定されていることを特徴とする画像読取装置。
【請求項２】
　画像読取部の上に前記画像読取部に対して開閉自在に配置された自動原稿給送部により
給送され、前記画像読取部のコンタクトガラス上を通過する原稿をその通過過程で読み取
る画像読取装置において、
　前記コンタクトガラスの原稿搬送方向上流側に、原稿の下面に接して原稿を前記画像読
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取部の読み取り位置に案内するとともに原稿搬送方向先端縁の長手方向両端部に対して長
手方向中央部が先方にせり出す形状に形成された可撓性の原稿挙動安定板を備え、
　前記原稿挙動安定板は、前記自動原稿給送部が前記画像読取部に対して閉状態とされた
とき、前記原稿搬送方向先端縁が前記コンタクトガラスに接することにより円弧状に撓む
よう構成され、
　前記原稿挙動安定板の前記長手方向両端部を前記原稿搬送方向に長さの短い短寸法部と
し、前記原稿挙動安定板の前記長手方向中央部を前記短寸法部に対して前記原稿搬送方向
の長さが長い長寸法部としたとき、前記短寸法部と前記長寸法部との寸法差が２ｍｍ以上
に設定されていることを特徴とする画像読取装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像読取部の上に配置された自動原稿給送部により給送され、画像読取部の
コンタクトガラス上を通過する原稿をその通過過程で読み取るシートスルー方式の画像読
取装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　自動原稿給送部により給送され、停止した画像読取部上を通過する原稿の画像をその通
過過程で読み取るシートスルー読取方式と言われる画像読取装置において、コンタクトガ
ラスの原稿搬送方向上流側近傍に、原稿をコンタクトガラスに案内する原稿挙動安定板を
備えたものが知られている（特許文献１）。原稿挙動安定板によって安定的にコンタクト
ガラス上に搬送された原稿は、コンタクトガラスほぼ中央の読取位置を通過する過程で画
像読取部の固定走査光学系によって読み取られる。
【特許文献１】特開２００４－１６５８９０公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、原稿後端が原稿挙動安定板の原稿搬送方向先端縁を抜けるとき、原稿後端が
コンタクトガラスと当接して衝撃が発生する。そしてこの衝撃により、読取動作が行われ
ている原稿の搬送速度にムラが発生し、安定して原稿の画像情報を読み取ることができな
いという問題があった。
　本発明は、原稿後端が原稿挙動安定板の原稿搬送方向先端縁を抜けるときに、原稿後端
がコンタクトガラスと当接して発生する衝撃を抑え、読取画像品質の向上を図ることがで
きる画像読取装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記目的を達成するために、請求項１記載の発明は、画像読取部の上に前記画像読取部
に対して開閉自在に配置された自動原稿給送部により給送され、前記画像読取部のコンタ
クトガラス上を通過する原稿をその通過過程で読み取る画像読取装置において、前記コン
タクトガラスの原稿搬送方向上流側に、原稿の下面に接して原稿を前記画像読取部の読み
取り位置に案内するとともに原稿搬送方向先端縁の長手方向中央部に対して長手方向両端
部が先方にせり出す形状に形成された可撓性の原稿挙動安定板を備え、前記原稿挙動安定
板は、前記自動原稿給送部が前記画像読取部に対して閉状態とされたとき、前記原稿搬送
方向先端縁が前記コンタクトガラスに接することにより円弧状に撓むよう構成され、前記
原稿挙動安定板の前記長手方向中央部を前記原稿搬送方向に長さの短い短寸法部とし、前
記原稿挙動安定板の前記長手方向両端部を前記短寸法部に対して前記原稿搬送方向の長さ
が長い長寸法部としたとき、前記短寸法部と前記長寸法部との寸法差が２ｍｍ以上に設定
されていることを最も主要な特徴とする。
　請求項２記載の発明は、画像読取部の上に前記画像読取部に対して開閉自在に配置され
た自動原稿給送部により給送され、前記画像読取部のコンタクトガラス上を通過する原稿
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をその通過過程で読み取る画像読取装置において、前記コンタクトガラスの原稿搬送方向
上流側に、原稿の下面に接して原稿を前記画像読取部の読み取り位置に案内するとともに
原稿搬送方向先端縁の長手方向両端部に対して長手方向中央部が先方にせり出す形状に形
成された可撓性の原稿挙動安定板を備え、前記原稿挙動安定板は、前記自動原稿給送部が
前記画像読取部に対して閉状態とされたとき、前記原稿搬送方向先端縁が前記コンタクト
ガラスに接することにより円弧状に撓むよう構成され、前記原稿挙動安定板の前記長手方
向両端部を前記原稿搬送方向に長さの短い短寸法部とし、前記原稿挙動安定板の前記長手
方向中央部を前記短寸法部に対して前記原稿搬送方向の長さが長い長寸法部としたとき、
前記短寸法部と前記長寸法部との寸法差が２ｍｍ以上に設定されていることを最も主要な
特徴とする。
【発明の効果】
【０００５】
　本発明は、画像読取部の上に配置された自動原稿給送部により給送され、画像読取部の
コンタクトガラス上を通過する原稿をその通過過程で読み取る画像読取装置において、コ
ンタクトガラスの原稿搬送方向上流側近傍に、原稿の下面に接して原稿を画像読取部の読
み取り位置に案内する原稿挙動安定板を備え、原稿挙動安定板の原稿搬送方向先端縁を長
手方向両端部が先方にせり出す形状とし、または、原稿挙動安定板の原稿搬送方向先端縁
を長手方向中央部が先方にせり出す形状とし、原稿後端縁が同時にコンタクトガラスに当
接しないようにしたので、原稿後端縁が原稿挙動安定板の原稿搬送方向先端縁を抜けると
きに、原稿後端がコンタクトガラスと当接して発生する衝撃を抑え、読取画像品質の向上
を図ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　以下、本発明の実施形態を図面に従って説明する。
　図１は本発明の実施形態に係る画像読取装置の全体構成図である。本画像読取装置の画
像読取部１の上には自動原稿給送部２が載置される。
　自動原稿給送部２の原稿テーブル３上に収容された原稿は、給紙部材４、分離部材５を
経て１枚に分離され、搬送ローラ６、入口ローラ７により、画像読取部１側のコンタクト
ガラス８の上に搬送される。そしてコンタクトガラス８の上を通過する過程で下向きの原
稿画像が、画像読取部１の図示しない読取手段で読み取られる。その後、原稿は出口ロー
ラ９、排紙ローラ１０により搬送され、排紙トレイ１１内に排紙される。なお、この画像
読取装置の全体構成自体は周知であり、本発明と直接関係ないので、詳細な説明は省略す
る。
　図２は本発明の実施形態に係る画像読取装置において、自動原稿給送部を開放した状態
の斜視図である。図２に示すように、自動原稿給送部２には、原稿挙動安定板１２が取り
付けられ、自動原稿給送部２を閉じたときは、原稿挙動安定板１２が、画像読取部１のコ
ンタクトガラス８に押し付けられて倣う。
　図３は原稿挙動安定板の取り付け部分を示す拡大図である。図３に示すように、原稿挙
動安定板１２は、自動原稿給送部２の搬送ガイド部材１３の先端に取り付けられる。原稿
挙動安定板１２及びコンタクトガラス８の上方の自動原稿給送部２には原稿抑え板１４が
設けてあり、原稿挙動安定板１２と原稿抑え板１４との間で原稿Ｏの先端を案内しながら
、原稿Ｏをコンタクトガラス８上の読取位置Ｐに導く。
　図４は原稿挙動安定板の第１の形状例を示す斜視図である。原稿挙動安定板１２におい
て、長手方向(原稿搬送方向と直角の方向；原稿の幅方向)中央部を、原稿の搬送方向に長
さの短い短寸法部１２－１とし、長手方向両端部を、原稿の搬送方向に長さの長い長寸法
部１２－２とする。従って原稿挙動安定板１２の原稿搬送方向先端縁は長手方向両端部が
先方にせり出す形状となっている。
　原稿挙動安定板１２をこのような形状にすると、原稿Ｏの後端の中央部が原稿挙動安定
板１２から離れた後、原稿Ｏの後端は幅方向両端部に向って徐々に原稿挙動安定板１２か
ら離れて、コンタクトガラス８に受け渡される。このようにすると、一度に原稿Ｏの後端
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が原稿挙動安定板１２から離れる場合に比べて、原稿０に加わる衝撃(原稿後端がコンタ
クトガラス８と当接する際の衝撃)を緩和することができる。ここで短寸法部１２－１と
長寸法部１２－２の寸法差は２ｍｍ以上とするのが好適である。
　これにより、読取位置Ｐにおいて、読取動作が行われている原稿Ｏの速度ムラの発生を
抑えることができるようになり、安定して原稿Ｏの画像情報を読み取ることができ、読取
精度を向上させることができる。さらに、読取位置Ｐと原稿挙動安定板１２の先端部が近
い場合でも読取精度を向上させることができ、装置全体の小型化にも貢献することができ
る。
【０００７】
　図５は原稿挙動安定板の第２の形状例を示す斜視図である。原稿挙動安定板１２におい
て、長手方向(原稿搬送方向と直角の方向；原稿の幅方向)中央部を、原稿の搬送方向に長
さの長い長寸法部１２－２とし、長手方向両端部を、原稿の搬送方向に長さの短い短寸法
部１２－１とする。従って原稿挙動安定板１２の原稿搬送方向先端縁は長手方向中央部が
先方にせり出す形状となっている。
　このような形状の原稿挙動安定板１２によっても上記と同様の効果を奏する。ここで短
寸法部１２－１と長寸法部１２－２の寸法差は２ｍｍ以上とするのが好適である。
　図４、図５に示す原稿挙動安定板１２の先端縁形状以外にも、先端縁形状を波打ち形状
としてもよい。また原稿挙動安定板１２の先端縁を原稿搬送方向に対して傾斜させた直線
としてもよい。要は原稿の後端縁が同時に原稿挙動安定板１２の先端縁を抜けなければ、
上記効果を奏することができる。
　図６は可撓性の原稿挙動安定板がコンタクトガラス上で撓んだ状態を示す拡大図である
。図６に示すように、原稿挙動安定板１２が、フィルムなどの可撓性部材からなり、コン
タクトガラス８に押し付けられて円弧状に撓むことにより、読取位置Ｐに近づくにつれて
原稿挙動安定板１２の傾斜が徐々に緩やかになり、読取位置Ｐ間近ではほぼ水平になるよ
うにすることで、原稿Ｏの原稿挙動安定板１２からコンタクトガラス８への受渡し時の衝
撃をより緩和することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施形態に係る画像読取装置の全体構成図である。
【図２】本発明の実施形態に係る画像読取装置において、自動原稿給送部を開放した状態
の斜視図である。
【図３】原稿挙動安定板の取り付け部分を示す拡大図である。
【図４】原稿挙動安定板の第１の形状例を示す斜視図である。
【図５】原稿挙動安定板の第２の形状例を示す斜視図である。
【図６】可撓性の原稿挙動安定板がコンタクトガラス上で撓んだ状態を示す拡大図である
。
【符号の説明】
【０００９】
　１　画像読取部
　２　自動原稿給送部
　８　コンタクトガラス
１２　原稿挙動安定板
１３　搬送ガイド部材
１４　原稿抑え板
　Ｐ　読取位置
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